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(57)【要約】
　ディスプレイ１０２のピクセル１０４を駆動するため
のドライバ１０６であって、ピクセルが第１のグループ
及び第２のグループに分けられ、ドライバは第１の駆動
信号を第１のピクセルに供給し、第２の駆動信号を第２
のピクセルに供給するように構成され、第１及び第２の
ピクセルは隣接したピクセルである。ドライバ１０６は
、第１の上位の値及び第１の下位の値を生成するための
手段と、第２の上位の値及び第２の下位の値を生成する
ための手段とを有する。ドライバ１０６は、第１の動作
モードで、第１の下位の値で第１のピクセルを駆動し、
第２の上位の値で第２のピクセルを駆動する手段を有す
る。当該手段は、第２の動作モードでは、第１の上位の
値で第１のピクセルを駆動し、第２の下位の値で第２の
ピクセルを駆動する。動作モードを制御するための手段
１０８は、第１の動作モードと第２の動作モードとの間
を交番する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイのピクセルを駆動するためのドライバであって、前記ディスプレイの少な
くともエリアで、前記ピクセルが第１のグループ及び第２のグループに分けられ、前記ド
ライバは第１の駆動信号を第１のグループのピクセルのうちの１つである第１のピクセル
に供給し、第２の駆動信号を第２のグループのピクセルのうちの一つである第２のピクセ
ルに供給し、第１及び第２のピクセルは隣接したピクセルであり、前記ドライバは第１の
上位の値及び第１の下位の値を生成するための値生成器を有し、第１の上位の値及び第１
の下位の値は共に、第１のピクセル・パラメータ値に対応し、前記値生成器は第２の上位
の値及び第２の下位の値を更に生成し、第２の上位の値及び第２の下位の値は共に第２の
ピクセル・パラメータ値に対応し、前記ドライバは、動作モードで、第１の下位の値で第
１のピクセルと第２の上位の値で第２のピクセルとを駆動する駆動手段を有する、ドライ
バ。
【請求項２】
　前記駆動手段の前記動作モードは第１の動作モードと呼ばれ、前記駆動手段は更に、第
２の動作モードで、第１の上位の値で第１のピクセルを駆動し、第２の下位の値で第２の
ピクセルを駆動し、前記ドライバは、第１の動作モードと第２の動作モードとの間を交番
して第１及び第２動作モードを制御するための制御手段を更に有する、請求項１に記載の
ドライバ。
【請求項３】
　動作モードを制御するための前記制御手段は、前記ディスプレイのフレームレートに実
質的に等しいレートで第１及び第２動作モード間を交番する、請求項２に記載のドライバ
。
【請求項４】
　動作モードを制御するための前記制御手段は、前記ディスプレイの実質的に半分のフレ
ームレートのレートで第１及び第２動作モード間を交番する、請求項２に記載のドライバ
。
【請求項５】
　前記ドライバはビデオ・シーケンスの一連の画像をレンダリングするため、複数のピク
セルを駆動し、前記一連の画像の各画像は対応する第１のピクセル・パラメータ値及び対
応する第２のピクセル・パラメータ値と関連し、動作モードを制御するための前記制御手
段は、前記ドライバが第１の動作モード及び第２の動作モード両方を各画像に適用させる
ようにする、請求項２に記載のドライバ。
【請求項６】
　前記ディスプレイのフレームレートは、ビデオ・シーケンスのフレームレートの略２倍
である、請求項５に記載のドライバ。
【請求項７】
　動作モードを制御するための前記制御手段は、連続して、第１の動作モードを前記ビデ
オ・シーケンスの第１の画像に適用し、第２の動作モードを前記ビデオ・シーケンスの第
１の画像に適用し、第２の動作モードを前記ビデオ・シーケンスの第２の画像に適用し、
第１の動作モードを前記ビデオ・シーケンスの第２の画像に適用し、第１の画像及び第２
の画像は前記ビデオ・シーケンスの連続した画像である、請求項５に記載のドライバ。
【請求項８】
　ピクセルの少なくとも２つのグループの第１のグループの各ピクセルは実質的に、ピク
セルの前記少なくとも２つのグループの他方のグループの少なくとも一つのピクセルと隣
接し、実質的に、ピクセルの前記少なくとも２つのグループの第２のグループの各ピクセ
ルは、ピクセルの前記少なくとも２つのグループの他方のグループの少なくとも一つのピ
クセルと隣接している、請求項１に記載のドライバ。
【請求項９】
　水平及び垂直方向に所与のピクセルと隣接するピクセルは、前記所与のピクセルと同じ
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グループにない、請求項８に記載のドライバ。
【請求項１０】
　水平及び垂直方向の何れか一方向に所与のピクセルと隣接するピクセルは、前記所与の
ピクセルと同じグループにないが、水平及び垂直方向の他方向に前記所与のピクセルと隣
接するピクセルは前記所与のピクセルと同じグループにある、請求項８に記載のドライバ
。
【請求項１１】
　前記値生成器は、第３の上位の値及び第３の下位の値を更に生成し、第３の上位の値及
び第３の下位の値は共に第３のピクセルのパラメータ値に対応し、第１のピクセル・パラ
メータ及び第３のピクセル・パラメータは相互に異なるサブピクセルを表し、前記値生成
器は、第４の上位の値及び第４の下位の値を更に生成し、第４の上位の値及び第４の下位
の値は共に第４のピクセルのパラメータ値に対応し、第２のピクセル・パラメータ及び第
４のピクセル・パラメータは相互に異なるサブピクセルを表す、請求項１又は２に記載の
ドライバ。
【請求項１２】
　前記駆動手段が、第１の動作モードで、第１の下位の値及び第３の上位の値で第１のピ
クセルを駆動し、第２の上位の値及び第４の下位の値で第２のピクセルを駆動し、前記駆
動手段は、第２の動作モードで、第１の上位の値及び第３の下位の値で第１のピクセルを
駆動し、第２の下位の値及び第４の上位の値で第２のピクセルを駆動する、請求項１１に
記載のドライバ。
【請求項１３】
　前記ディスプレイが、カラーシーケンシャルなディスプレイである、請求項１に記載の
ドライバ。
【請求項１４】
　前記値生成器はピクセルの少なくとも３つのピクセルカラーパラメータに対する上位及
び下位の値を生成し、前記駆動手段は連続的に下位のピクセル・カラー・パラメータ値で
ピクセルを駆動し、連続的に上位のピクセル・カラー・パラメータ値でピクセルを駆動す
る、請求項１３に記載のドライバ。
【請求項１５】
　表示されるべき画像の第１のエリアと表示されるべき前記画像の第２のエリアとを識別
するための手段を更に有し、第１のエリアは第２のエリアより多くの画像の詳細を持ち、
前記ディスプレイのエリアは前記画像の第１のエリアに対応し、前記ドライバは同相で上
位の値及び下位の値で、前記画像の第２のエリアに対応する前記ディスプレイのエリアの
ピクセルを駆動するための駆動手段を更に有する、請求項１又は２に記載のドライバ。
【請求項１６】
　請求項１に記載のドライバとディスプレイとを有する表示デバイス。
【請求項１７】
　ディスプレイのピクセルを駆動するための方法であって、前記ディスプレイの少なくと
もエリアで、前記ピクセルが第１のグループ及び第２のグループに分けられ、第１の駆動
信号を第１のグループのピクセルのうちの１つである第１のピクセルに供給し、第２の駆
動信号を第２のグループのピクセルのうちの一つである第２のピクセルに供給する供給ス
テップであって、第１及び第２のピクセルは隣接したピクセルである当該供給ステップと
、第１の上位の値及び第１の下位の値を生成する生成ステップであって、第１の上位の値
及び第１の下位の値は共に、第１のピクセル・パラメータ値に対応する当該生成ステップ
と、第２の上位の値及び第２の下位の値を生成する生成ステップであって、第２の上位の
値及び第２の下位の値は共に第２のピクセル・パラメータ値に対応する当該生成ステップ
と、動作モードで、第１の下位の値で第１のピクセルを駆動し、第２の上位の値で第２の
ピクセルを駆動する駆動ステップとを有する、方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の方法を実行するためのソフトウェアを有する、ディスプレイ上に画
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像を表示するためのコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイのピクセルを駆動することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　フラットパネルディスプレイは、液晶ディスプレイ技術を使用する。システム、使用さ
れる部品、これらが使用される環境の仕様に依存して、斯様な液晶ディスプレイは、低減
した画質を受ける。例えば、ディスプレイの面に垂直である視野角からディスプレイを見
るときに比べて、斜めの視野角からディスプレイを見るとき、画質は、より低い。傾斜視
野角から見るとき、中央範囲の輝度値は、γ歪みを受ける。従って、画質は、比較的低い
及び／又は比較的高い輝度値を使用することにより改善される。中央範囲の輝度値は、修
正されたインパルス駆動方法の低い輝度値と高い輝度値とを交番してレンダリングするこ
とによりレンダリングされる。
【０００３】
　Ｎ．キムラらによる「大型高品質のＬＣＤＴＶのための新技術」ＳＩＤ２００５ダイジ
ェスト１７３４頁―１７３７頁（これ以降「キムラら」と呼ばれる）は、動画の画質を改
善するためのインパルス駆動方法、特にバックライトインパルス駆動方法及び液晶（ＬＣ
）インパルス駆動方法について言及する。ＬＣインパルス駆動方法は、バックライトの効
率を犠牲にする。キムラらは、ハーフフレームレート駆動とインパルス駆動方法との組合
せに基づいた、他のインパルス駆動方法を提案する。６０Ｈｚでの従来の駆動と比較して
、キムラらの駆動方法は、フレームを２つのサブフレームに分けることを含む。実際のグ
レイ・レベルは、これらのサブフレームに与えられる２つのレベルの組合せにより実現で
きる。黒から半分のグレイ・レベルの場合、一方のサブフレームの輝度は、ゼロと最大値
との間の値を持ち、半分のグレイ・レベルから最大のレベルの場合、他方のサブフレーム
の輝度もゼロと最大値との間の値を持つ。従って、１ピクセルの総輝度は、斯様な２つの
サブフレームの輝度の和になり、この方法の最大輝度はホールドモードで従来のＬＣＤと
同じである。キムラらによると、この駆動方法は、最大輝度を犠牲にすることなくインパ
ルス駆動方法（黒いフレーム挿入を持つ）とほとんど同じ効果を提供する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、フリッカのような偽信号が、特定の周波数に対して発生する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ディスプレイに画像を表示するための改良されたシステムを持つことは、有益であろう
。よりよくこの懸念に対処するために、本発明の第１の態様において、少なくともディス
プレイのエリアで、ピクセルが第１のグループ及び第２のグループに分けられ、ドライバ
は第１の駆動信号を第１のグループのピクセルのうちの１つである第１のピクセルに供給
し、第２の駆動信号を第２のグループのピクセルのうちの一つである第２のピクセルに供
給するように構成され、第１及び第２のピクセルは隣接したピクセルであり、前記ドライ
バは第１の上位の値及び第１の下位の値を生成するための値生成器を有し、第１の上位の
値及び第１の下位の値は共に、第１のピクセル・パラメータ値に対応し、前記値生成器は
第２の上位の値及び第２の下位の値を更に生成し、第２の上位の値及び第２の下位の値は
共に第２のピクセル・パラメータ値に対応し、前記ドライバは、動作モードで、第１の下
位の値で第１のピクセルと第２の上位の値で第２のピクセルとを駆動する駆動手段を有す
る、システムが提示される。
【０００６】
　インパルス駆動方法及びキムラらの方法は、すべて上位の値を持つサブフレームにより
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後続されるすべて下位の値を持つサブフレームをレンダリングする。これは、偽信号、例
えばフリッカを生じる。斯様な偽信号は、サブフレームの間、下位の値の１つを持つ一方
のピクセルと上位の値の１つを持つ他方のピクセルとを駆動することにより、克服される
か又は少なくとも低減される。これは、偽信号の減少を引き起こす。ピクセル・パラメー
タは、ディスプレイ・ピクセルの特定のサブピクセルの輝度を例えば制御する。他の例で
は、ピクセル・パラメータは、全体のピクセル輝度を制御する。
【０００７】
　隣接したピクセルは、２つの隣接したピクセルが特定の方向（水平、垂直、又は斜めに
）にこれら隣接したピクセルの間に位置される同じ色又はタイプの１５未満のピクセルを
持つように、好ましくは位置される。この距離は、前述の偽信号の減少が達成されること
を確実にする。ディスプレイが比較的短い視野距離から見られる場合、例えばディスプレ
イの高さの４倍未満の距離の場合、好ましくは、２つの隣接したピクセルは、特定の方向
においてこれらの間に位置される同じ色又はタイプの３未満のピクセルを持つように位置
される。
【０００８】
　これ以降、駆動手段の上述の動作モードは、第１の動作モードと呼ばれる。
【０００９】
　実施例において、駆動手段は、第２の動作モードで、第１の上位の値で第１のピクセル
を駆動し、第２の下位の値で第２のピクセルを駆動するように更に配され、システムは更
に、動作モードを制御し、第１の動作モードと第２の動作モードとの間を交番するための
制御手段を有する。これは、２つのグループの役割を交番可能にする。２つのグループの
役割を交番させることにより、上位の値及び下位の値が次々と示される。一方のピクセル
が下位の値で駆動され、他方のピクセルが上位の値で駆動されるので、２つのピクセルの
合わされた画像強度は第１の動作モードと第２の動作モードとの間であまり変化しない。
これは、偽信号（例えばフリッカ）の導入を防止する。
【００１０】
　実施例において、動作モードを制御するための手段は、ディスプレイのフレームレート
に実質的に等しいレートで動作モード間を交番するように配される。ディスプレイ・ピク
セルの下位の値と上位の値との間を交番する時の周波数が高くなるほど、偽信号は見えに
くくなる。例えば各スクリーン・リフレッシュにおいて、すなわちディスプレイのフィー
ルドレートで、低い値と高い値とを交番させることにより、周波数は比較的高くなり、望
ましくないフリッカ効果を見えにくくする。
【００１１】
　実施例において、動作モードを制御するための手段は、ディスプレイの実質的に半分の
フレームレートのレートで動作モードの間を交番するように配される。このように、ディ
スプレイが「時間とともにプラス・マイナス・プラス・マイナス」の電極反転スキームを
使用するとき、ＤＣ蓄積が回避される。
【００１２】
　実施例において、ドライバはビデオ・シーケンスの一連の画像をレンダリングするため
、複数のディスプレイ・ピクセルを駆動するために配され、一連の画像の各画像は対応す
る第１のピクセル・パラメータ値及び対応する第２のピクセル・パラメータ値と関係し、
動作モードを制御するための制御手段は、ドライバを第１の動作モード及び第２の動作モ
ードを各画像に適用させるために配される。このように、上位及び下位の値は、ビデオ・
シーケンスの画像ごとに遂行される。このように、正しい輝度値が各画像に対してレンダ
リングされる。例えば、画像ごとに、最初、第１の動作モードが起動され、その後、第２
の動作モードが起動される。
【００１３】
　実施例において、ディスプレイのフレームレートは、ビデオ・シーケンスのフレームレ
ートの略２倍である。これは、上位の値及び下位の値両方を連続して表示するが、ビデオ
・シーケンスのフレームレートを依然保つことを可能にする。
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【００１４】
　実施例において、動作モードを制御するための制御手段は、連続して、第１の動作モー
ドをビデオ・シーケンスの第１の画像に適用し、第２の動作モードをビデオ・シーケンス
の第１の画像に適用し、第２の動作モードをビデオ・シーケンスの第２の画像に適用し、
第１の動作モードをビデオ・シーケンスの第２の画像に適用するために配され、第１の画
像及び第２の画像はビデオ・シーケンスの連続した画像である。このパターンはビデオ・
シーケンスの以下の画像に対して繰り返されるので、動作モードは他の動作モードへ切り
替える前に２回適用される。このように、ディスプレイが「時間とともにプラス・マイナ
ス・プラス・マイナス」電極反転スキームを使用するとき、ＤＣ蓄積が回避される。
【００１５】
　実施例において実質的に、ディスプレイ・ピクセルの少なくとも２つのグループの第１
のグループの各ディスプレイ・ピクセルは、ディスプレイ・ピクセルの前記少なくとも２
つのグループの他方のグループのディスプレイ・ピクセルと隣接していて、実質的に、デ
ィスプレイ・ピクセルの前記少なくとも２つのグループの第２のグループの各ディスプレ
イ・ピクセルは、ディスプレイ・ピクセルの前記少なくとも２つのグループの他方のグル
ープのディスプレイ・ピクセルと隣接している。これはグループがディスプレイにわたっ
て微細に分散されることを確実にし、偽信号を低減する。
【００１６】
　実施例において、水平及び垂直方向の所与のディスプレイ・ピクセルの隣接するディス
プレイ・ピクセルは、所与のディスプレイ・ピクセルと同じグループにない。これはチェ
ッカーボードパターンに対応し、偽信号を回避するために非常に効率的である。
【００１７】
　実施例において、水平及び垂直方向の何れか一方の所与のディスプレイ・ピクセルの隣
接するディスプレイ・ピクセルは、所与のディスプレイ・ピクセルと同じグループにない
が、水平及び垂直方向の他方の所与のディスプレイ・ピクセルの隣接するディスプレイ・
ピクセルは所与のディスプレイ・ピクセルと同じグループにある。これは『ライン』パタ
ーンに対応し、偽信号を回避するために非常に効率的で、実行するのが比較的容易である
。
【００１８】
　実施例において、値生成器は、第３の上位の値及び第３の下位の値を更に生成するため
に配され、第３の上位の値及び第３の下位の値は共に第３のピクセルのパラメータ値に対
応し、第１のピクセル・パラメータ及び第３のピクセル・パラメータは相互に異なるサブ
ピクセルを表し、前記値生成器は、第４の上位の値及び第４の下位の値を更に生成するた
めに配され、第４の上位の値及び第４の下位の値は共に第４のピクセルのパラメータ値に
対応し、第２のピクセル・パラメータ及び第４のピクセル・パラメータは相互に異なるサ
ブピクセルを表す。このように、サブ・ピクセル・レベルで、下位及び上位の値は、非常
に微細に分散される。これは、更に偽信号を低減する。これは、駆動手段が、第１の動作
モードで、第１の下位の値及び第３の上位の値で第１のピクセルを駆動し、第２の上位の
値及び第４の下位の値で第２のピクセルを駆動するために配される場合、特にそうであり
、駆動手段は、第２の動作モードで、第１の上位の値及び第３の下位の値で第１のピクセ
ルを駆動し、第２の下位の値及び第４の上位の値で第２のピクセルを駆動するために配さ
れる。
【００１９】
　実施例において、ディスプレイは、カラーシーケンシャルなディスプレイである。例え
ば、値生成器はピクセルの少なくとも３つのピクセルカラーパラメータに対する上位及び
下位の値を生成するために配され、駆動手段は連続的な下位のピクセル・カラー・パラメ
ータ値でピクセルを駆動し、連続的な上位のピクセル・カラー・パラメータ値でピクセル
を駆動するために配される。このように、少なくとも３つの低い駆動値が連続的に適用さ
れ、３つの上位の駆動値が連続的に適用される。よって、連続的な駆動値の間の平均差は
、比較的小さくなり、液晶がより短い時間内で正しい透明度を達成可能になる。これは、
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デューティサイクルを大きくし（より長いバックライト・フラッシュ）及び／又はフレー
ムレート（又は、フィールドレート）を大きくできる。これは、クロストークを低減する
。
【００２０】
　実施例は、表示されるべき画像の第１のエリアと表示されるべき画像の第２のエリアを
識別するための手段を有し、第１のエリアは第２のエリアより多くの画像の詳細を持ち、
ディスプレイのエリアは画像の第１のエリアに対応し、システムは同相で上位の値及び下
位の値を持つ画像の第２のエリアに対応するディスプレイのエリアのディスプレイ・ピク
セルを駆動する　駆動手段を更に有する。これは、ディスプレイの特性を画像のピクチャ
詳細のレベルに適応可能にし、更に偽信号を低減する。
【００２１】
　実施例は、請求項１によるドライバとディスプレイとを有する表示デバイスを有する。
ディスプレイは、請求項１７の方法に従って駆動されることから利益を得ている液晶ディ
スプレイ又は他のタイプのディスプレイである。ディスプレイは、直視ＴＶ若しくはモニ
タ用、リアプロジェクタ若しくはフロント・プロジェクタ用、ＰＤＡ、携帯電話のような
携帯機器用、又は他のディスプレイ・アプリケーションである。上記のアプリケーション
において、ディスプレイは、透過、反射、又は半透過タイプである。
【００２２】
　本発明の他の態様は、独立クレームにおいて開示される。従属クレームは、有利な実施
例を定める。
【００２３】
　本発明のこれら及び他の態様は、図を参照して更に解明され説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は本発明の実施例の概略図である。
【図２】図２は、複数のγ曲線を示す。
【図３】図３は、サブフレーム輝度値を選択するために用いられるアルゴリズムフレーム
ワークの例を示す。
【図４】図４は、ピクセルのグループのチェッカーボード配置を例示する。
【図５】図５は、ピクセルのグループのライン配置を例示する。
【図６】図６は、チェッカーボード配置を例示する。
【図７】図７は、「時間とともにプラス・マイナス・プラス・マイナス」反転スキームを
使用する実施例を例示する。
【図８】図８は、ディスプレイのピクセルのグリッドの詳細な２つの線図を示す。
【図９】図９は、フィールドシーケンシャルな表示を含む実施例を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　液晶ディスプレイの軸外の視野は、ディスプレイ面に対して法線の視野から通常いくら
か劣化する。これは、γ曲線歪み及びカラー・シフトの発生を含む。液晶ディスプレイ（
ＬＣＤ）は、動きぼけもある。
【００２６】
　軸外の視野を改善するために、ディスプレイの１つのフレームを置き換え、時間的に連
続して互いにフォローする２つのサブフレームが定められる。例えば、輝度は、可能なら
ば、１つの単一のサブフレームだけに表示され、単一のサブフレームの輝度を表示できな
い場合は、第２のサブフレームが輝度の残りを表示するために使用される。これは、暗い
フレームによりフォローされる明るいフレームを導入し、黒フレーム挿入と同様に動きぼ
けを改善する。
【００２７】
　あるいは、各ピクセルは２つのサブピクセルに分けられ、これらのサブピクセルは異な
る輝度レベルで駆動される。さらに他の代替例において、例えば６０Ｈｚから１２０Ｈｚ
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までフレームレートを２倍にすることは、軸外のカラー・シフトを低減するために使用さ
れる。
【００２８】
　図１は、本発明の実施例を例示する。当該図は、複数のピクセル１０４を持つディスプ
レイ１０２を有する表示デバイス１００を例示する。ディスプレイ１０２は、液晶ディス
プレイ（ＬＣＤ）である。しかしながら、本発明は、液晶ディスプレイに限られていない
。ディスプレイ１０２は、直視ＴＶ若しくはモニタ用、リアプロジェクタ若しくはフロン
ト・プロジェクタ用、ＰＤＡ、携帯電話のような携帯機器用、又は他のディスプレイ・ア
プリケーションである。また、ディスプレイは、透過、反射、又は半透過タイプである。
図において参照符号１０４で、ピクセルは、ドットにより図式的に示される。エリア１２
０において、ピクセルは、本発明の特定の態様を例示するため、より大きなドット及び円
を使用して描かれている。ドットのサイズ及び位置は、ディスプレイ１０２の実際のピク
セル１０４の物理的な寸法とは関係しない。ディスプレイ１０２の幾つかのピクセル１０
４だけが、図１に図式的に描かれている。通常、ディスプレイ１０２は、図に描かれてい
るよりもっと多くのピクセル１０４を有する。表示デバイス１００は更に、ディスプレイ
１０２上の一つ以上の画像をレンダリングするための表示デバイス１００に使用されるべ
きピクセル・パラメータ値データを供給するためのソース１１０を有する。表示デバイス
１００は更に、ディスプレイ１０２のピクセル１０４を駆動するためのドライバ１０６を
有する。ドライバ１０６は、駆動手段１１８、値生成器１１６及び駆動手段１１８の動作
モードを制御するための制御手段１０８を有する。
【００２９】
　ソース１１０は、外部ソース１１４から画像及び／又はビデオデータを得る。そのため
に、ソース１１０は、ビデオ入力、例えばＳＣＡＲＴ、ＨＤＭＩインタフェース、又はア
ナログ（例えば同軸の）ビデオ入力を有する。ソース１１０は、記憶媒体１１２から画像
及び／又はビデオデータを得てもよい。斯様な記憶媒体１１２は、例えば、フラッシュメ
モリ、ハードディスク、ＤＶＤディスクのような光ディスク又はビデオテープを有する。
ソース１１０は、得られた画像及び／又はビデオデータからピクセル・パラメータ値を取
り出して、これらのピクセル・パラメータ値をドライバ１０６に転送する。この取り出し
は、画像及び／又はビデオデータをディスプレイ１０２の解像度及び／又はフレームレー
トに適応させるためのスケーリングを含む。スケーリングもドライバ１０６により実行さ
れる。この場合、ピクセル・パラメータ値は、ドライバ１０６のスケーリング後の値であ
る。
【００３０】
　ディスプレイの少なくともエリア１２０において、ピクセル１０４は、第１のグループ
１２２（図の暗い円により示される）及び第２のグループ１２４（図の白色の円により示
される）に分けられる。当該図は、ピクセルがチェッカーボードパターンに従って第１の
グループ１２２及び第２のグループ１２４にどのように割り当てられるかの例を示す。し
かしながら、グループの他の配置も可能である。ドライバ１０６は、第１のグループ１２
２からのピクセルの１つである第１のピクセル１２６に第１の駆動信号を供給し、第２の
グループ１２４からのピクセルの１つである第２のピクセル１２８に第２の駆動信号を供
給するように構成される。第１のピクセル１２６及び第２のピクセル１２８は、隣接した
ピクセルである。
【００３１】
　値生成器１１６は、第１の上位の値及び第１の下位の値を生成するために配され、第１
の上位の値及び第１の下位の値は共に、ソース１１０から得られる第１のピクセル・パラ
メータ値に対応する。前記値生成器は、第２の上位の値及び第２の下位の値を更に生成す
るために配され、第２の上位の値及び第２の下位の値は共に、ソース１１０から得られる
第２のピクセル・パラメータ値に対応する。これらの上位及び下位の値は、暗いサブフレ
ーム及び明るいサブフレームに関して、前述したように生成される。ピクセル・パラメー
タ値は、ピクセルパラメータの値を定め、ピクセルパラメータはピクセルの輝度及び／又
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は色をドライブするために用いられる。例えば、ピクセル・パラメータはサブピクセルの
輝度を制御し、ここで、サブピクセルは特定の色、例えば赤、緑又は青に対応する。
【００３２】
　駆動手段１１８は、第１の下位の値で第１のピクセルを駆動し、第２の上位の値で第２
のピクセルを駆動するために配される。駆動手段１１８は、ハードウェアのドライバ回路
として、及び／又は例えばコントローラとして若しくはプロセッサに実行されるソフトウ
ェア・モジュールとして、ソフトウェアの形で実行されてもよい。駆動手段１１８は、ド
ライバ１０６の一部である。駆動手段１１８は、値生成器１１６から上位及び下位の値を
受け取る。その動作モードは、制御手段１０８により制御される。駆動手段１１８は、受
信した上位及び下位の値と動作モードとに基づいてピクセル１０４に供給される駆動信号
の情報コンテンツを制御する。
【００３３】
　駆動手段１１８、値生成器１１６及び／又は制御手段１０８は、１つのハードウェア及
び／又は一つ以上のソフトウェア・モジュールに組み合わされてもよい。
【００３４】
　実施例において、駆動手段の動作モードを制御するための制御手段１０８が供給される
。動作モードを制御するためのこの制御手段１０８は、例えば、コントローラとして、又
は、ソフトウェア・モジュールとして実行されてもよい。第１の動作モードにおいて、駆
動手段１１８は、第１の下位の値で第１のピクセルを駆動し、第２の上位の値で第２のピ
クセルを駆動する。第２の動作モードにおいて、駆動手段１１８は、第１の上位の値で第
１のピクセルを駆動し、第２の下位の値で第２のピクセルを駆動する。動作モードを制御
するための制御手段１０８は、第１の動作モードと第２の動作モードとの間を交番するた
めに配される。
【００３５】
　実施例において、動作モードを制御するための制御手段１０８は、ディスプレイのフレ
ームレートに実質的に等しいレートで動作モードを交番するために配される。
【００３６】
　実施例において、動作モードを制御するための制御手段１０８は、ディスプレイのフレ
ームレートの略半分のレートで動作モードの間を交番するために配される。結果的に、各
２回目のスクリーン・リフレッシュの実質的に後に、動作モードが変えられる。
【００３７】
　実施例において、ドライバは、ビデオ・シーケンスの一連の画像をレンダリングするた
め複数のピクセル１０４を駆動するために配され、画像のシーケンスの各画像は、値生成
器１１６により生成される、対応する第１のピクセル・パラメータ値及び対応する第２の
ピクセル・パラメータ値と関連している。動作モードを制御するための制御手段１０８は
、ドライバに第１の動作モード及び第２の動作モードを各画像に適用させるために配され
る。このように、各画像は、第１の動作モード及び第２の動作モードで２回レンダリング
される。ディスプレイのフレームレートが実質的にビデオ・シーケンスのフレームレート
の２倍である場合、これは容易に実行される。
【００３８】
　実施例において、動作モードを制御するための制御手段１０８は連続して第１の動作モ
ードをビデオ・シーケンスの第１の画像に適用して、第２の動作モードをビデオ・シーケ
ンスの第１の画像に適用して、第２の動作モードをビデオ・シーケンスの第２の画像に適
用して、第１の動作モードをビデオ・シーケンスの第２の画像に適用するために配され、
第１の画像及び第２の画像はビデオ・シーケンスのシーケンシャルな画像である。このパ
ターンは、ビデオ・シーケンスの後続の画像に対しても繰り返されるので、一の動作モー
ドが他の動作モードへ切り替える前に２回適用される。いくつかの画像は第１の動作モー
ドで最初にレンダリングされ、次に第２の動作モードでレンダリングされるのに対し、他
の画像は第２の動作モードで最初にレンダリングされ、次に第１の動作モードでレンダリ
ングされる。これは、ピクセルの電極内で起こるＤＣ蓄積を防止するのを助ける。
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【００３９】
　実施例において、実質的に、ピクセルの少なくとも２つのグループのうちの第１のグル
ープの各ピクセルは、ピクセルの少なくとも２つのグループの他方のグループの少なくと
も一つのピクセルと隣接している。また、実質的に、ピクセルの少なくとも２つのグルー
プのうちの第２のグループの各ピクセルは、ピクセルの少なくとも２つのグループの他方
のグループの少なくとも一つのピクセルと隣接している。これは、例えば、図示のエリア
１２０の場合である。より詳しくは、図示された実施例において、水平及び垂直方向の所
与のピクセルに隣接するピクセルは、所与のピクセルとは異なるグループにある。これは
、チェッカーボードパターンに結果としてなる。
【００４０】
　他の実施形態では、水平及び垂直方向のどちらか一方の所与のピクセルに隣接するピク
セルは、所与のピクセルと同じグループにないが、水平及び垂直方向の他方の所与のピク
セルに隣接するピクセルは所与のピクセルと同じグループにある。これは、ライン・パタ
ーンに結果としてなる。ライン・パターン及びチェッカーボードパターンは、この明細書
の他の部分で更に詳細に述べられる。
【００４１】
　実施例において、値生成器１１６は、第３の上位の値及び第３の下位の値を更に生成す
るために配される。第３の上位の値及び第３の下位の値共に、第３のピクセルのパラメー
タ値に対応する。第１のピクセル・パラメータ及び第３のピクセル・パラメータは、相互
に異なるサブピクセルを表す。値生成器１１６は、第４の上位の値及び第４の下位の値を
更に生成するために配される。第４の上位の値及び第４の下位値共に、第４のピクセルの
パラメータ値に対応する。第２のピクセル・パラメータ及び第４のピクセル・パラメータ
は、相互に異なるサブピクセルを表す。例えば、第１のピクセル・パラメータは、第１の
ピクセル１２６の第１のサブピクセルを表し、第２のピクセルパラメータは、第２のピク
セル１２８の第１のサブピクセルを表し、第３のピクセルパラメータは、第１のピクセル
１２６の第２のサブピクセルを表し、第４のピクセルパラメータは、第２のピクセル１２
８の第２のサブピクセルを表す。例えば、第１のピクセル１２６の第１のサブピクセル及
び第２のピクセル１２８の第１のサブピクセルは、同じ色、例えば赤を持つ。同様に、第
１のピクセル１２６の第２のサブピクセル及び第２のピクセル１２８の第２のサブピクセ
ルは、同じ色、例えば青を持つ。対応するピクセル・パラメータを持つ他のサブピクセル
は、他の色、例えば緑に対応させて定められてもよい。上位及び下位の値は、値生成器に
よりこれらのサブピクセルのために生成され、駆動手段に供給され、当該駆動手段は、動
作モードに基づいて上位の値及び／又は下位の値でピクセルを駆動する。
【００４２】
　第１の動作モードにおいて、駆動手段は、第１の下位の値及び第３の上位の値で第１の
ピクセルを駆動し、第２の上位の値及び第４の下位の値で第２のピクセルを駆動するため
に配される。これによって、適当な対応するサブピクセルが制御される。第２の動作モー
ドにおいて、駆動手段は、第１の上位の値及び第３の下位の値で第１のピクセルを駆動し
、第２の下位の値及び第４の上位の値で第２のピクセルを駆動するために配される。
【００４３】
　実施例において、ディスプレイは、カラーシーケンシャルディスプレイである。斯様な
カラーシーケンシャルなディスプレイは、順次に画像の異なる色（例えば赤、緑、又は青
）をレンダリングするために配される。斯様なカラー・シーケンシャル・ディスプレイは
、従来技術において知られている。カラー・シーケンシャル・ディスプレイは、ＬＣＤパ
ネルにより変調されるバックライトを有する。バックライトは、色画像のレンダリングを
可能にするため、一定の反復パターンに従ってその色を速く変える。バックライトは、種
々異なる色の異なる光源（例えばＬＥＤ光源）を有するか、又は、白色の光源を有する。
バックライトが白色の光源を有する場合、順次に適当なカラーフィルタを適用するために
配される回転カラーフィルタが具備される。回転カラーフィルタ及び白色の光源は、例え
ば、投影ディスプレイに適用される。前記値生成器は、ピクセルの少なくとも３ピクセル
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のカラー・パラメータのための上位及び下位の値を生成するために配される。駆動手段は
、下位のピクセル・カラー・パラメータ値でピクセルを連続的に駆動し、上位のピクセル
・カラー・パラメータ値でピクセルを連続的に駆動するために配される。従って、ＬＣＤ
は、ピクセルの電極に印加される電圧の平均してより小さなジャンプを感じ、これは減少
した平均的待ち時間に結果としてなる。
【００４４】
　駆動手段は、下位のピクセル・パラメータ値でピクセルを連続的に駆動し、上位のピク
セル・パラメータ値でピクセルを連続的に駆動するために配される。この態様では、ピク
セルは、下位の値から上位の値及びその逆へより少ない頻度で切り替える必要がある。
【００４５】
　実施例において、表示されるべき画像の第１のエリアと、表示されるべき画像の第２の
エリアを識別するための手段が備えられ、第１のエリアは第２のエリアより多くの画像の
細部を持つ。これは、画像処理技術によって実施されてもよい。例えば、輝度のパラメー
タの相違、又は赤、緑及び／若しくは青のパラメータの相違がエリアに対して決定され、
より大きい相違が、より小さな相違よりも多くの画像細部と関連する。画像のエリアの画
像細部の量を確立する他の及びより高度な方法は、当業者により知られている。例えば、
マルチ・スケール画像分析技術が用いられてもよい。ディスプレイ１０２のエリア１２０
は、より多くの画像細部を持つエリアに対応する。より少ない画像細部を持つ画像のエリ
アに対応するディスプレイのエリアは、同相で上位の値及び下位の値で駆動される。
【００４６】
　ドライバ１０６は、ディスプレイ１０２を有する表示デバイス１００に組み込まれる。
ソース１１０は、表示デバイス１００に含まれる。あるいは、ソース１１０及び／又は記
憶手段１１２は、別々のデバイスに備えられてもよい。別のデバイスとしてドライバ１０
６を実装することも可能である。
【００４７】
　ディスプレイ１０２上の画像をレンダリングするための実施例において、ディスプレイ
１０２は、複数のディスプレイ・ピクセル１０４を有する。個々のディスプレイ・ピクセ
ル１２６は、少なくともディスプレイ・ピクセル１２６のサブピクセルの輝度を制御する
ための少なくとも一つのピクセル・パラメータと関連する。画像は複数の画像ピクセルを
有し、個々の画像ピクセルがピクセル・パラメータの上位の値及び下位の値と関連し、下
位の値が上位の値より小さいか同じであり、画像ピクセルと関連した上位の値及び下位の
値共にピクセル・パラメータ、例えば画像ピクセルのカラー属性及び／又は輝度に対応す
る。下位の値及び上位の値は、軸外の画像品質を改善するために選択される。複数のディ
スプレイ・ピクセルは、ディスプレイ・ピクセルの少なくとも２つのグループ１２２及び
１２４に分割され、ディスプレイ・ピクセルの異なるグループ１２２及び１２４のディス
プレイ・ピクセルは、好ましくは、ディスプレイのエリア１２０にわたって均一に分散さ
れる。ドライバ１０６は、駆動手段１１８によって画像をレンダリングするために複数の
ディスプレイ・ピクセルを駆動するために配される。駆動手段１１８は、第１の動作モー
ドで、それぞれの画像ピクセルのそれぞれの下位の値でディスプレイ・ピクセル１０４の
少なくとも２つのグループの第１のグループ１２２のそれぞれのディスプレイ・ピクセル
１２６を駆動し、それぞれの画像ピクセルのそれぞれの上位の値でディスプレイ・ピクセ
ル１０４の少なくとも２つのグループの第２のグループ１２４のそれぞれのディスプレイ
・ピクセル１２８を駆動するために配される。もちろん、表示されるべき画像は、ディス
プレイ１０２のピクセル解像度に対応するためソース１１０から得られた画像をリサンプ
リングした後に得られてもよい。この目的で、解像度コンバータ又はスケーラ（図示せず
）は、ドライバ１０６及び／又はソース１１０に備えられる。
【００４８】
　第２の動作モードにおいて、駆動手段１１８は、それぞれの画像ピクセルのそれぞれの
上位の値でディスプレイ・ピクセル１０４の少なくとも２つのグループの第１のグループ
１２２のそれぞれのディスプレイ・ピクセル１０４を駆動し、それぞれの画像ピクセルの
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それぞれの下位の値でディスプレイ・ピクセルの少なくとも２つのグループの第２のグル
ープ１２４のそれぞれのディスプレイ・ピクセル１０４を駆動するために配される。動作
モードを制御するための制御手段１０８は、第１の動作モードと第２の動作モードとの間
を交番するために配される。
【００４９】
　ディスプレイのピクセル１０４を駆動する方法によると、少なくともディスプレイのエ
リアで、ピクセルは、第１のグループ及び第２のグループに分けられる。当該方法は、第
１のグループからのピクセルのうちの１つである第１のピクセルに第１のドライブ信号を
供給し、第２のグループからのピクセルのうちの１つである第２のピクセルに第２のドラ
イブ信号を供給し、第１及び第２のピクセルは隣接したピクセルである。更に当該方法は
、第１の上位の値及び第１の下位の値を生成するステップを有し、第１の上位の値及び第
１の下位の値が共に第１のピクセル・パラメータ値に対応し、第２の上位の値及び第２の
下位の値を生成するステップを有し、第２の上位の値及び第２の下位の値は共に第２のピ
クセル・パラメータ値に対応する。第１の下位の値で第１のピクセルが駆動され、第２の
上位の値で第２のピクセルが駆動される。
【００５０】
　実施例において、少なくとも２つの動作モードが供給される。第１の動作モードにおい
て、当該方法は、第１の下位の値で第１のピクセルを駆動するステップと、第２の上位の
値で第２のピクセルを駆動するステップとを有する。第２の動作モードにおいて、当該方
法は、第１の上位の値で第１のピクセルを駆動するステップと、第２の下位の値で第２の
ピクセルを駆動するステップとを有する。当該方法は、第１の動作モードと第２の動作モ
ードとの間を交番するステップを有する。
【００５１】
　図２に示されるグラフは、法線に対して０度、３０度及び４５度の視野角（０°、３０
°及び４５°でマークされた異なる曲線）に対するグレイレベル信号（ＧＬＳ、水平軸）
と正規化された輝度（垂直軸）との間の適切な例を概略的に示す。曲線は、γ曲線の概念
を例示するために提供される。曲線の正確な形状は、実際に製造されたディスプレイを表
わしているわけではない。軸外れ輝度エラー（すなわち異なる曲線間の差）が低いドライ
ブ値と高いドライブ値とで比較的小さなことが分かる。それで、ここでは、歪みがドライ
ブ信号の値の両端部でより少なく、中間グレイレベルのエリアで多い状況が表されている
。斯様な状況は、通常垂直位置合わせされた（ＶＡ）パネルで起こる。
【００５２】
　斯様な又は同様のパネルにおいて、中間グレイドライブ値（例えばＧＬＳｆ）を時間的
に連続した上下のドライブ値（例えばＧＬＳ１及びＧＬＳ２）により置き換えることが有
利であり、これによって、結果として知覚される輝度値は元の中間グレイ輝度値ＧＬＳｆ

に対応するか又はそれに非常に近くなる。狙いは、特に軸外れ視野角に対して、新しい結
果のγ曲線の歪曲が低減されるということである。両方の輝度レベル（例えばＧＬＳ１及
びＧＬＳ２）は、高いレート（好ましくは、元のフレームレートの２倍）で時間的に連続
して繰り返し表示されるので、人間の目は２つの輝度レベルの輝度を統合可能である。こ
のプロセスは、フレームの画素値を順次示される２画素値に変換し、実質的に、フレーム
は、順次レンダリングされる２つのサブフレームに変換される。
【００５３】
　ＧＬＳ１及びＧＬＳ２を選択する細部は、例えば重み付け機能を介してなされ得る。あ
るいは、例えば、一組の規則が、輝度値の異なる範囲の間を区別するために適用されても
よい。他の例では、輝度の値ＧＬＳｆが高いドライブ値ＧＬＳ２及び低いドライブ値ＧＬ
Ｓ１の対にマップされたルックアップ・テーブルが使用される。
【００５４】
　図３は、サブフレーム輝度値を選択するために用いられるアルゴリズムフレームワーク
を示す。観察者が関する限り、好ましくは、２つのサブフレームの使用は、全体の輝度値
Ｌｆが保存されるように実施される。理想的には、下記の一次式が有効でなければならな
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い：
Ｌｆ＝（Ｌｆ１＋Ｌｆ２）／２　　　（１）
ここで、Ｌｆ１及びＬｆ２はサブフレーム輝度値に対応し、サブフレームの各々の期間は
フレーム周期の５０％である。しかしながら、後述するように、この場合でなくてもよい
。
【００５５】
　図３Ａは、どのようにグレイ・レベル信号（ＧＬＳｆ）がディスプレイ３０２を駆動し
て輝度Ｌｆになるために用いられるかについて示す。ディスプレイ３０２は、通常は、知
覚される輝度レベルの限られたセットに対応する特定のビット精度（例えば８ビット精度
）を持つグレイ・レベル駆動信号（ＧＬＳ）により駆動される。
【００５６】
　図３Ｂは、デューティサイクルＤＣ２を持つグレイ・レベル信号ＧＬＳ２によりフォロ
ーされるデューティサイクルＤＣ１を持つグレイ・レベル信号ＧＬＳ１のシーケンシャル
・ディスプレイを示す。これらのグレイ・レベル信号ＧＬＳ１及びＧＬＳ２が順次ディス
プレイ３０２に付与される輝度寄与は、それぞれ、Ｌｆ１＊ＤＣ１及びＬｆ２＊ＤＣ２で
あり、Ｌｆ１はグレイ・レベル信号ＧＬＳ１に応答するディスプレイ・ピクセル３０２の
輝度であり、Ｌｆ２はグレイレベル信号ＧＬＳ２に応答するディスプレイ・ピクセル３０
２の輝度である。人間の目は、加算によりこれらの輝度寄与を統合し、推定された輝度Ｌ

ｅｓｔ＝Ｌｆ１＊ＤＣ１＋Ｌｆ２＊ＤＣ２になる。それで、式（１）は、デューティサイ
クルを考慮して一般化される：
Ｌｆ＝Ｌｆ１＊ＤＣ１＋Ｌｆ２＊ＤＣ２　　　(1a)
【００５７】
　推定された輝度Ｌｅｓｔは、例えばＧＬＳ１及びＧＬＳ２を選択する際の量子化誤差の
ため、グレイ・レベル信号ＧＬＳｆに対応する所望の輝度Ｌｆの単なる見積もりである。
【００５８】
　ディスプレイ駆動信号の限られたビット精度のため、すべての可能性がある最初の駆動
信号ＧＬＳｆに対して、式（１）又は（１ａ）の条件を満たすことは可能ではない。発生
する輝度エラーは、元の輝度Ｌｆからの最小の逸脱を与える一対のドライブ値を検索する
ことにより最小化できる。もちろん、一対の等しいドライブ値は式（１）の正しい解であ
るが、軸外れγ歪みのため、この明らかな解は望ましくない。従って、可能性がある輝度
エラー制限Ｅが、式（２）に示されるように導入される：
Ｌｓｆ１＋Ｌｓｆ２－Ｅ≦Ｌｆ≦Ｌｓｆ１＋Ｌｓｆ２＋Ｅ　　　（２）
　ここで、Ｌｓｆ１＝Ｌｆ１＊ＤＣ１及びＬｓｆ２＝Ｌｆ２＊ＤＣ２

【００５９】
　値Ｅは、何らかの受け入れ可能なエラー・レベルにセットされるべきである。例えば、
Ｅは、ディスプレイ・ドライバ・ビット精度に関係する量子化誤差（又は、マルチの主要
なディスプレイで知覚される量子化誤差）より低く選択される。
【００６０】
　所与のビット精度及び所与のサブフレーム・デューティサイクル（ＤＣ）に対して、可
能な全てのドライブ信号対が生成され、その後これらの平均輝度に従って評価される。サ
ブフレーム・デューティサイクル両方が同じであると仮定することは、ＤＣ１＝ＤＣ２＝
０．５に対応する。式（２）を満足するすべての対は、可能な候補と考えられ、その中か
ら１つの解決の対が選択される。通常、多くの候補対が式（２）を満たし、更なる最適化
のための余地を残す。
【００６１】
　すべてのグレイ・レベルＧＬＳｆを一対の２つの他のグレイ・レベルＧＬＳ１及びＧＬ
Ｓ２に変換するルックアップ・テーブルが使われる。ＧＬＳｆをＧＬＳ１及びＧＬＳ２に
変換するルックアップ・テーブル（ＬＵＴ）は、オフラインで計算でき、よって、ＬＵＴ
の生成はディスプレイで実行される必要はなく、ディスプレイの計算パワーを節約する。
ＬＵＴの生成は、この広い用途技術のアプリケーションに依存する。１つの例はγ曲線歪
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みの最小化であり、これは上で概説されている。他の関係する例は、色シフトの最小化で
ある。
【００６２】
　上で示される例において、γ歪みの最小化はたった１つの単一γ機能だけを使用し、当
該方法を標準ＬＣＤパネルに適用できるようにする。他のディスプレイ技術（特にＴＮ、
ＯＣＢ、ＩＰＳ及びＦＦＳを含む）も、上記例の基礎をなしている原理から利益を得る。
【００６３】
　実施例において、画像は、２フレームを用いて表示され、第１のフレームが明るく、第
２のフレームが暗い。これらのフレームが例えば６０Ｈｚで時間的に連続して表示される
場合、フリッカを生じる。フリッカは、輝度の変調の知覚である。従って、画像フレーム
レートは、フリッカ効果を低減するために、例えば１２０Ｈｚまで増大される。これは、
パネル駆動電子回路及び液晶（ＬＣ）反応に相当な要件を与える。しかしながら、後述す
る適当な予防措置をとることにより、説明された技術は、フリッカを導くことなく、低い
フレームレート（６０Ｈｚのような）でも適用される。これは、低いフレームレートで視
野角の改善を可能にする。例えば暗いフレームが明るいフレームに続く場合、動きぼけも
改善されるが、好ましくは１２０Ｈｚの駆動を使用する。
【００６４】
　実施例において、解決案が標準パネルを用いて、低減したフリッカ及び改善された軸外
の画質のために提供される。斯様な手法は、最小限の実施コストを維持する。フリッカは
、小さなピクセル・エリアを反対方向に切替えることにより回避できる。これは、１つの
ピクセル（又はピクセルのグループ）が暗いフレームから明るいフレームへ切り替わるの
に対し、同時に隣接するピクセル（又はピクセルのグループ）が明るいフレームから暗い
フレームへ切り替わることを意味する。ピクセルのグループ両方は、積分画像（２つのサ
ブフレームからなる知覚された画像フレーム）がフリッカとならないような態様で、スク
リーン間に等しく分散されなければならない。
【００６５】
　実施例において、スクリーンは、図４に図示されるように、チェッカーボード様式で変
わる。タイルは、１ピクセルのサイズを持つ。タイルは、２つの隣接するピクセル又は４
つの隣接するピクセル、例えば２ｘ２方形ピクセルのサイズを持ってもよい。タイルの何
れのサイズ又は形状も可能であるが、好ましくは、タイルは偽信号の知覚を回避するため
にあまり大きくない。図４は、オリジナル画像７０２（ここでは、説明目的のために均一
なグレイ画像）、明るいサブフレーム７０４、暗いサブフレーム７０６を例示し、明るい
サブフレーム７０４及び暗いサブフレーム７０６は、説明されるようにオリジナル画像７
０２、２つの変更されたサブフレーム７０８及び７１０から得られる。変更されたサブフ
レームは、チェッカーボードパターンの暗いサブフレーム７０６の部分及び明るいサブフ
レーム７０４の部分を示し、第２の変更されたサブフレーム７１０のチェッカーボードパ
ターンは、第１の変更されたサブフレーム７０８に対して反転されている。
【００６６】
　実施例において、スクリーンは、図５にて図示されるように、ライン・パターンで変わ
る。図５の参照符号７０２―７０６は、図４に関してすでに説明されたのと同様のアイテ
ムを示している。変更されたサブフレーム８０８及び８１０は、暗いサブフレーム７０６
及び明るいサブフレーム７０４から交番してとられるピクセルの垂直ストリップを示す。
第２の変更されたサブフレーム８１０のライン・パターンは、第１の変更されたサブフレ
ーム８０８に対して反転されている。ピクセルのラインの幅は、一つ以上のピクセルであ
る。好ましくは、明るいサブフレーム７０４からとられるラインは、暗いサブフレーム７
０６からとられるラインと同程度広い。図５に垂直ラインが示されているにもかかわらず
、水平又は斜めのラインを含む他のライン配置も可能である。
【００６７】
　図４及び図５に示される実施例において、１つの画像フレームは２つのサブフレームに
変換され、これらのサブフレームは時間的に連続して示される。結果的に、ディスプレイ
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の効率的なフレームレートは、レンダリングされるビデオ・シーケンスのフレームレート
の倍である。しかしながら、互いにそばの２つの隣接するピクセルに、情報（暗い画素値
及び明るい画素値）を表示することも可能である。このように、これら２つのディスプレ
イ・ピクセル共に、１つの画像ピクセルをレンダリングする。これは画像解像度を低下さ
せるが、視野角のゲインを得るために非常に有効な技術である。標準ディスプレイは通常
のリフレッシュ・レートで使用されるので、これは実現するのに特に経済的な実施例を構
成する。原理は、図６に図示される。この図において、明るいピクセル及び暗いピクセル
はチェッカーボードパターンに分散されるが、他の配置も可能である。ディスプレイ上の
２つの隣接するピクセル９０２は、同じ画像ピクセルの暗い値及び明るい値をレンダリン
グするために用いられる。
【００６８】
　代替実施例では、サブフレーム７０８及び７１０のうちの一方は、放棄され全くレンダ
リングされない。ビデオ・シーケンスをレンダリングするとき、ビデオ・シーケンスのシ
ーケンシャル画像フレームに対して、サブフレーム７０８がレンダリングされるか、又は
サブフレーム７１０がレンダリングされるかが、交番する。これはディスプレイのリフレ
ッシュ・レートが２倍になる必要がないという効果を持ち、画像フレームのピクセルの全
てが、最終結果に正に寄与し、解像度及び／又はレンダリングの画質を増大させる。
【００６９】
　他の実施例では、明るいサブフレーム画素値及び暗いサブフレーム画素値のシーケンス
は、ＬＣＤのＤＣ蓄積を回避するのに適している。ＬＣＤは、ＬＣＤ内の電極の間のＤＣ
蓄積を回避するために、時間とともにプラス、マイナス、プラス、マイナスとなる反転ス
キームを使用するように設計される。これは、ピクセルに特定の色を実現するために印加
される電圧が１のフレームで正、次のフレームで負等であり、フレームからフレームで正
の電圧と負の電圧との間を交番することを意味する。レンダリングされるフレームが実際
、交番する高い値及び低い値を持つサブフレームであるとき、平均して、正の電圧が負の
電圧より大きい絶対値である状況が起こる。また、平均して、負の電圧が正の電圧より大
きい絶対値である状況が起こる。これは、ＤＣ蓄積を生じ、ＬＣＤに対して害を及ぼす。
これを克服するために、図７Ａ及び図７Ｂに図示されるように、サブフレームの順番が、
わずかに変えられる。
【００７０】
　図７Ａは、シーケンシャルな画像フレーム１０１０、１０１２のサブフレーム１００２
、１００４、１００６、１００８をレンダリングする順番を示す。各サブフレームの右に
、ＬＣＤのピクセルを制御する電極に印加される電圧の符号は、＋符号又は－符号によっ
て示されている。電圧は、プラス、マイナス、プラス、マイナスのスキームをフォローす
る。しかしながら、サブフレームは、暗、明、明、暗で順序づけられている。このように
、一連の４つの画像の後、１つの暗いサブフレーム及び１つの明るいサブフレームは、「
プラス」モードでレンダリングされた。また、１つの暗いサブフレーム及び１つの明るい
サブフレームは、「マイナス」モードでレンダリングされた。このように、平均して、Ｄ
Ｃ成分はゼロ又は非常にゼロに近くなる。フレーム１０１２のサブフレームは、先行フレ
ーム１０１０のサブフレームと比較して、逆の順番でレンダリングされる。先行フレーム
のサブフレーム１００２、１００４が最初に、明るいサブフレーム１００４によりフォロ
ーされる暗いサブフレーム１００２の順番でレンダリングされる場合、フレーム１０１２
のサブフレーム１００６、１００８は最初に、暗いサブフレーム１００８によりフォロー
される明るいサブフレーム１００６の順番でレンダリングされる。次のフレームは、フレ
ーム１０１０等の順番でレンダリングされる。
【００７１】
　図７Ｂは、サブフレーム・レンダリングの他の順番を示す。この場合、完全に暗いサブ
フレーム又は完全に明るいサブフレームはなく、代わりに、チェッカーボードパターンが
ピクセルをグループに分けるために用いれ、一方のグループは暗いサブフレームの部分を
レンダリングするためであり、他方のグループは明るいサブフレームの部分をレンダリン
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グするためである。ピクセルの各グループは、図７Ａに関係して説明されたレンダリング
・スキーム（暗、明、明、暗）をフォローするが、しかしながら、一方のグループが暗い
値をレンダリングしているときはいつでも、他方のグループが明るい値をレンダリングす
る。これは、十分な明るいサブフレーム及び十分な暗いサブフレームをレンダリングする
とき発生するフリッカ効果を低減する助けとなる。また、チェッカーボードパターンの代
わりに、ライン・パターン又は他のパターンが使われてもよい。好ましくは、各グループ
のピクセルは、前述のように、画像上に一様に分散される。
【００７２】
　上記実施例に関係して説明されたチェッカーボードパターンは、全ピクセルに対して使
用される。しかしながら、各ピクセルは、複数の異なるカラーサブピクセルを有する。例
えば、サブ・ピクセル（例えば赤、緑、青、可能な他の又はより多くの色）ごとに、上述
の態様で、上位及び下位の輝度値及び／又は信号ドライブ値は、別に決定されてもよい。
それから、ピクセルは説明されたようにグループ（例えば、各チェッカーボードフィール
ドに１ピクセルを持つチェッカーボードパターン）に再分割され、各グループは上位のド
ライブ値及び下位のドライブ値で交番して駆動される。
【００７３】
　しかしながら、他の実施例では、グループは、サブピクセルレベルで定められる。例え
ば、サブピクセルはグループのうちの１つのグループに個別に割り当てられ、サブピクセ
ルはピクセルの特定の色を表す。このように、グループの構造（例えば、チェッカーボー
ドパターン、ライン・パターン）が、この構造をさらにより見えにくくし、更に、選ばれ
るパターン又は使用される反転スキームから生じる何らかのあり得る偽信号を低減して、
洗練できる。
【００７４】
　図８Ａ及び図８Ｂは、チェッカーボードパターンがサブピクセルレベルで実行される実
施例を例示する。２つの図は、２つのシーケンシャル・サブフレームがディスプレイの小
さな部分に適用されることを示す。図８Ａは、ディスプレイのピクセルのグリッドの細部
の線図を示す。１つのピクセル１１０２は、複数のサブピクセルを有し、この場合３つの
サブピクセルが具備され、これら３つのサブピクセルの各サブピクセルが予め定められた
色、例えば緑（Ｇ）、赤（Ｒ）又は青（Ｂ）をレンダリングする。ピクセル１１０２内で
、緑のサブ・ピクセル（Ｇ）は（暗いサブフレームの）下位の値で駆動され、赤いサブ・
ピクセル（Ｒ）は（明るいサブフレームの）上位の値で駆動され、青いサブ・ピクセル（
Ｂ）は明るいサブフレームの上位の値で駆動される。隣接するピクセル１１０４及び１１
０６内で、緑のサブ・ピクセル（Ｇ）は（明るいサブフレームの）上位の値で駆動され、
赤いサブ・ピクセル（Ｒ）は（暗いサブフレームの）下位の値で駆動され、青いサブ・ピ
クセル（Ｂ）は暗いサブフレームの下位の値で駆動される。このパターンは、例えばチェ
ッカーボードパターンを形成するために、繰り返される。
【００７５】
　図８Ｂは、図８Ａに示されたディスプレイの同じ部分を示すが、次のサブフレームが示
されている。各サブピクセルの役割が交換されていて、図８Ａの上位の値を示すサブピク
セルは、図８Ｂの下位の値を示す。このように、各サブピクセルの役割が、レンダリング
される各シーケンシャル・サブフレームに対して交番される。
【００７６】
　多くの修正変更は、例えばサブピクセルのグループへの分割のパターンを選択して可能
である。図８Ａ及び図８Ｂの例において、ディスプレイのサブピクセルのレイアウトが観
察され、あたかも各サブピクセルがチェッカー盤のエリアであるかのように、チェッカー
ボードパターンは適用される。これは、ディスプレイ表面上にグループの極めて均一な分
布になる。しかしながら、他の構成が可能であり、例えば緑及び赤のサブピクセルが『同
相』であり（すなわち、同時に、上位の値を両方がレンダリングする）、青のサブピクセ
ルが緑及び赤のサブピクセルに関して『位相を異にする』（すなわち、青いサブピクセル
が下位の値をレンダリングする一方、緑及び赤のサブピクセルが上位の値をレンダリング
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する）。『同相』及び『位相を異にする』サブピクセルの種々異なる組み合わせは、最少
の画像偽信号を得るために試みられる。
【００７７】
　ここで説明された方法、システム及び概念が、半透過型、反射型及び透過型ディスプレ
イ、テレビディスプレイ、携帯電話ディスプレイ又はＰＤＡを含むがこれに限らず様々な
種類のＬＣＤディスプレイに使用できる。
【００７８】
　ここで説明された方法、システム及び概念が、カラー・シーケンシャル・ディスプレイ
でも使用できる。ＲＧＢカラー・シーケンシャル・ディスプレイのようなカラー・シーケ
ンシャル・ディスプレイにおいて、レンダリングされるべき各画像は、各カラー成分に対
して単一の色画像フレームを形成するために、そのカラー成分において分けられる。それ
から、これらの単一の色画像フレームは、順次表示される。カラー・シーケンシャル・デ
ィスプレイは、同じディスプレイサイズの従来のパネルと比較してより高い解像度を実現
するための可能性を含むいくつかの効果がある。また、より高めの可能な透過が実現され
る（省略されたカラーフィルタのため）。画像フリッカを回避するために、斯様なディス
プレイは、少なくとも１８０Ｈｚでしばしば動く。明るいフレーム及び暗いフレームに各
カラー画像を分けることは、軸外の画質を改善できる。この分離は、以下に更に説明され
るように、空間的だけでなく時間的にも表示できる。
【００７９】
　図９Ａは、６つのシーケンシャルなサブフレームのピクセルをレンダリングするために
駆動されるカラー・シーケンシャルディスプレイのピクセルを示し、単一のオリジナル画
像フレームに関係する全てのピクセルは黒い箱（下位の画素値）及び白い箱（上位の画素
値）により個別に示され、Ｇ、Ｒ及びＢは、緑、赤及び青のレンダリングをそれぞれ示す
。上位の画素値及び下位の画素値の連続したレンダリングは、斯様なシステムの視野角を
改善する助けとなる。他の実施例と同様に、ピクセルはグループへ一様に分けられ、当該
グループは異なる時間に上位の画素値及び下位の画素値をレンダリングする、すなわち一
方のグループが上位の画素値をレンダリングするとき、他方のグループは下位の画素値を
レンダリングし、またこの逆も成立する。また、特にプラス、マイナス、プラス、マイナ
スの電極極性反転スキームをフォローするディスプレイを使用するとき、説明したように
高い、高い、低い、低いシーケンスが使用される。好ましくは、カラー・シーケンシャル
・ディスプレイのフレームレート（すなわち、フィールドレート）は、ビデオ・シーケン
スの各フレームは説明したように６つのサブフレームに変換されるので、レンダリングさ
れるべきビデオ・シーケンスのフレームレートの６倍である。
【００８０】
　他の実施例では、カラー・シーケンシャル・ディスプレイを使用して、ピクセルは、独
立して駆動できる２つ以上のサブピクセルからでき得る。この状況は、図９Ｂに示される
。斯様な場合、上位のドライブ値及び下位のドライブ値両方は、空間的に離隔されている
が、同時にレンダリングされる。あるいは、ディスプレイの２つのピクセルが、画像の単
一のピクセルをレンダリングするために使用される。これがディスプレイの解像度を半分
にするにもかかわらず、特別なハードウェアが必要とされないので実現には経済的である
。
【００８１】
　カラー・シーケンシャル・ディスプレイを使用する他の実施例において、図９Ｃに図示
されるように、色をレンダリングするために、ピクセルは最初にピクセルそれぞれの３つ
の上位のＲＧＢ値で駆動され、次にこれらのそれぞれ３つの下位のＲＧＢ値で駆動される
。これは、他の順番でもでき、最初に下位の３つの値、次に上位の３つの値によりフォロ
ーされる。このように、連続したドライブ値の差が、平均して、より小さくなるだろう。
これによって液晶がより速く所望の透過の値に到着でき、デューティサイクルを増大でき
、より長いバックライト・フラッシュを可能にする。フィールドレート及びフレームレー
トを増大することも可能である。
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【００８２】
　実施例では、各グループのピクセルの分布は、表示されるべき画像のコンテンツに基づ
いても実施される。特にかなりの程度の画像細部を持つ画像エリアは、本明細書で前に説
明したようにチェッカーボードパターン又はライン・パターンを使用してレンダリングさ
れる。しかしながら、比較的小さい画像細部を持つ画像エリア、例えばほぼ同じ色、例え
ば青空のより大きいエリアは、より従来のインパルス駆動方法でレンダリングされ、すべ
てのピクセルが同時に上位の値で駆動され、すべてのピクセルが同時に下位の値で駆動さ
れる。これは、場合によっては、例えば比較的低いリフレッシュ・レートで、更に偽信号
を低減するのを助ける。画像細部のレベルへグループの均一な分布のパターンを適応させ
ることも可能である。
【００８３】
　本発明はまた、本発明を実行するように適合するコンピュータプログラム、特に担体上
又は内のコンピュータプログラムまで拡張できることは理解されるだろう。プログラムは
、ソース・コード、オブジェクト・コード、部分的にコンパイルされた形式のようなコー
ド中間のソース及びオブジェクト・コード、又は本発明による方法の実施の使用に適する
他の形式である。斯様なプログラムが多くの異なる構造的な設計を持ってもよいことも理
解されるだろう。例えば、本発明による方法又はシステムの機能を実行するプログラムコ
ードは、一つ以上のサブルーチンに再分割されてもよい。これらのサブルーチンに機能を
分散する多くの異なる態様は、当業者には明らかであろう。サブルーチンは、自己充足的
なプログラムを形成するために、１つの実行可能ファイルに共に保存されてもよい。斯様
な実行可能ファイルは、コンピュータ実行可能な命令、例えばプロセッサ命令及び／又は
インタプリタ命令（例えばＪａｖａ（登録商標）インタプリタ命令）を有する。あるいは
、一つ以上の又は全てのサブルーチンは、少なくとも一つの外部ライブラリ・ファイルに
保存されてもよく、例えば実行時、静的又は動的にメインプログラムとリンクされる。メ
インプログラムは、サブルーチンの少なくとも１つへの少なくとも一つのコールを含む。
また、サブルーチンは、互いへのファンクション・コールを有する。コンピュータ・プロ
グラム製品に関係する実施例は、前に説明した方法の少なくとも１つの処理ステップの各
々に対応するコンピュータ実行可能な命令を有する。これらの命令は、サブルーチンに再
分割され、及び／又は静的若しくは動的にリンクされる一つ以上のファイルに保存されて
もよい。コンピュータ・プログラム製品に関係する他の実施例は、前に説明したシステム
及び／又は製品の少なくとも１つの手段の各々に対応するコンピュータ実行可能な命令を
有する。これらの命令は、サブルーチンに再分割され、及び／又は静的若しくは動的にリ
ンクされる一つ以上のファイルに保存されてもよい。
【００８４】
　コンピュータプログラムの担体は、プログラムを坦持できる何らかの実在物又はデバイ
スである。例えば、当該担体は、ＲＯＭのような記憶媒体、例えばＣＤ―ＲＯＭ又は半導
体ＲＯＭ、又は磁気記録媒体、例えばフレキシブルディスク若しくはハードディスクを含
む。更に、当該担体は、電気的若しくは光ケーブルを介して、又は無線若しくは他の手段
により伝達される電気若しくは光信号のような伝達可能な担体でもよい。プログラムが斯
様な信号で例示されるとき、当該担体は斯様なケーブル又は他のデバイス若しくは手段に
より構成されてもよい。あるいは、当該担体、プログラムが埋め込まれた集積回路でもよ
く、当該集積回路は関連する方法を実施する、又は実施の際の使用のために適している。
【００８５】
　上述の実施例は、本発明を制限するよりはむしろ、例示する点に留意するものであり、
当業者は添付の請求の範囲の要旨を逸脱しない範囲で多くの別の実施例を設計することが
可能であることに留意されたい。請求項において、括弧内の参照符号は、請求項を制限す
るものと解釈されるべきでない。動詞「を有する」及びその活用形の使用は、請求項に記
載されたもの以外の要素又はステップの存在を除外しない。要素に先行する冠詞「ａ」又
は「ａｎ」は、複数の斯様な要素の存在を除外しない。本発明は、幾つかの明白な要素を
有するハードウェアによっても、最適にプログラムされたコンピュータによっても実行さ
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れてもよい。幾つかの手段を列挙しているデバイスの請求項において、これらの手段の幾
つかは、ハードウェアの全く同一の品目により実施されてもよい。特定の手段が相互に異
なる従属項において再引用されているという単なる事実は、これらの手段の組合せが有効
に使用できないことを示すわけではない。

【図１】 【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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